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第
３
回　

臨
時
会

会　

期 
令
和
２
年
８
月
６
日

（
１
日
間
）

　

国
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
の

第
２
次
補
正
予
算
に
関
連
し
、
連
動

し
た
事
業
費
や
７
月
の
豪
雨
災
害
に

伴
う
災
害
復
旧
費
を
盛
り
込
ん
だ
25

億
８
１
１
１
万
円
の
一
般
会
計
補
正
予

算
な
ど
２
議
案
を
審
議
し
ま
し
た
。

議
案
第
66
号　

テ
レ
ワ
ー
ク
・
起
業
創
業
施
設
の
設

置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
制
定

◆
旧
大
隅
曽
於
地
区
消
防
組
合
財
部

分
署
を
改
修
し
、「
シ
ゴ
ト
バ
３ス
リ
ー
ラ

ボ
」
を
設
置

　

新
し
い
生
活
様
式
が
求
め
ら
れ
る

中
、
働
き
方
の
多

様
性
を
確
保
し
、

就
業
の
機
会
の

拡
大
及
び
起
業

創
業
の
推
進
を

図
り
、
地
域
の
活

性
化
を
促
進
す

る
も
の
で
す
。

令
和
２
年
度
曽
於
市
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
５
号
）

25
億
８
１
１
１
万
円
追
加 

総
額
３
３
６
億
４
７
６
３
万
円
（
補

正
後
予
算
）

【
主
な
事
業
】

◆
光
フ
ァ
イ
バ
ー
網
の
整
備

４
億
５
０
５
２
万
円

　

光
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
サ
ー
ビ
ス
の

地
域
間
格
差
を
解
消
し
、
テ
レ
ワ
ー

ク
や
在
宅
学
習
等
地
域
情
報
化
の
推

進
を
図
る
も
の
で
す
。

◆
茶
品
質
向
上
対
策

５
８
６
５
万
円

　

茶
業
の
農
業
経
営
の
継
続
と
所
得

回
復
を
目
的
と
す
る
補
助
事
業
で
す
。

※ 

10
ａ
当
た
り
２
万
３
千
円
が
支
給

さ
れ
ま
す
。

◆
コ
ロ
ナ
に
負
け
る
な
！

　

ま
ご
こ
ろ
曽
於
市
お
届
け
便

１
７
４
３
万
円

　

市
内
３
カ
所
の
道
の
駅
の
売
上
回

復
と
本
市
の
特
産
品
を
市
外
の
方
々

へ
お
届
け
す
る
こ
と
に
よ
り
、
本
市

特
産
品
の
効
果
的
な
Ｐ
Ｒ
活
動
及
び

本
市
の
認
知
度
ア
ッ
プ
を
図
る
事
業

で
す
。

※ 

事
業
の
応
募
受
付
は
令
和
２
年
９

月
30
日
に
終
了
し
て
お
り
、
応
募

件
数
は
２
０
３
３
件
で
し
た
。

◆
小
・
中
学
校
保
健
特
別
対
策

２
４
５
４
万
円

　

各
小
・
中
学
校
に
お
い
て
、
消
毒

液
や
非
接
触
型
体
温
計
等
の
整
備
を

支
援
す
る
も
の
で
す
。

◆
新
生
児
特
別
定
額
給
付
金

２
０
１
２
万
円

　

令
和
２
年
４
月
28
日
か
ら
令
和
３

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
、
曽
於

市
の
住
民
基
本
台
帳
に
記
録
さ
れ
た

新
生
児
の
い
る
家
庭
を
対
象
に
10
万

円
が
給
付
さ
れ
る
事
業
で
す
。

◆
経
済
対
策
配
布
型
商
品
券
を
配
布

２
億
３
４
８
万
円

　

地
域
に
お
け
る
消
費
喚
起
を
行
い
、

地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
る
た
め
に

商
品
券
が
配
布
さ
れ
る
も
の
で
す
。

※ 

市
民
一
人
当
た
り
５
０
０
０
円
分

　

一
冊
５
０
０
円
×
10
枚
の
商
品
券

　
（
飲
食
店
で
使
用
す
る
場
合
は
一

枚
当
た
り
６
０
０
円
の
額
面
で
す
。）

※
引
換
期
限　

令
和
２
年
11
月
30
日

※
利
用
期
限　

令
和
２
年
12
月
31
日

◆
肉
用
子
牛
生
産
推
進
緊
急
対
策

４
８
０
０
万
円

　

肉
用
子
牛
価
格
が
下
落
し
て
お
り
、

繁
殖
農
家
の
規
模
縮
小
や
廃
業
等
が

懸
念
さ
れ
る
た
め
、
生
産
牛
経
営
者

を
支
援
す
る
も
の
で
す
。

※ 

令
和
２
年
４
月
か
ら
９
月
に
せ
り

市
に
出
場
し
た
子
牛
一
頭
に
つ
き

１
万
円
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

梅
雨
前
線
豪
雨
に
よ
る
災
害
発
生

に
伴
う
農
地
・
農
業
用
施
設
災
害
復

旧
費
を
13
億
９
９
７
１
万
円
、
公
共

土
木
施
設
災
害
復
旧
費
を
３
億
１
１

０
４
万
円
を
追
加
す
る
も
の
で
す
。

全
会
一
致　

可
決

条
例
制
定

全
会
一
致　

可
決

補
正
予
算　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
関
連

事
業

梅
雨
前
線
豪
雨
に
よ
る
災
害
復
旧
費

施設通称：シゴトバ３
スリー

ラボ

大淀川の災害現場



担
金
は
10
ａ
当
た
り
２
〜
３
万
円
で

あ
り
、
用
水
路
は
水
利
組
合
、
ほ
場

整
備
は
関
係
者
か
ら
一
括
支
払
い
で

あ
る
。

議
案
第
69
号

市
選
挙
公
報
の
発
行
に
関
す
る
条
例

の
制
定

　

令
和
３
年
度
執
行
予
定
の
市
長
選

挙
及
び
市
議
会
議
員
選
挙
か
ら
市
の

予
算
で
、
選
挙
公
報
を
各
世
帯
へ
配

布
す
る
た
め
、
そ
の
発
行
に
関
す
る

必
要
な
事
項
を
定
め
る
も
の
で
す
。

議
案
第
72
号

市
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特
定

地
域
型
保
育
事
業
の
運
営
に
関
す
る

基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
改
正

　

昨
年
10
月
の
保
育
料
無
償
化
に
伴

い
、
食
事
の
提
供
に
関
し
副
食
費
の

免
除
規
定
が
収
入
や
所
得
課
税
額
に

応
じ
て
設
け
ら
れ
る
も
の
で
す
。

議
案
第
68
号

県
営
土
地
改
良
事
業
の
計
画
の
概
要

　

県
営
中
山
間
地
域
農
業
農
村
総
合

整
備
事
業
第
二
大
隅
地
区
の
水
田
の

高
度
活
用
実
現
に
向
け
て
整
備
す
る

も
の
で
、
整
備
計
画
面
積
は
60
・
８

ha
で
す
。
農
業
用
用
排
水
施
設
整
備

が
２
団
地
９
・
７
ha
、
ほ
場
整
備
計

画
が
12
団
地
51
・
１ 

ha
で
、
事
業

費
は
17
億
３
５
２
０
万
円
で
す
。

　

計
画
同
意
率
は
ど
れ
ぐ
ら
い

か
。

　

93
・
６
％
で
あ
る
。

　

事
業
年
度
及
び
年
度
別
の
計

画
・
受
益
者
負
担
金
は
。

　

事
業
年
度
は
令
和
３
年
か
ら
10

年
ま
で
の
８
年
間
で
あ
る
。
年
度
別

の
計
画
に
つ
い
て
は
、
実
施
同
意
の

早
い
地
区
か
ら
と
な
り
、
受
益
者
負

議
案
第
73
号

曽
於
市
立
学
校
施
設
整
備
基
金
条
例

の
一
部
改
正

　

曽
於
市
立
学
校
施
設
整
備
基
金
に

お
い
て
、
新
た
に
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
を
対
象
施
設
と
し
て
追
加
し
、

今
後
、
各
施
設
の
改
修
や
修
繕
が
出

て
き
た
際
に
基
金
を
活
用
で
き
る
よ

う
条
例
を
一
部
改
正
す
る
も
の
で

す
。

　

基
金
残
高
と
基
金
の
充
当
予
定

は
。

　

次
の
と
お
り
で
あ
る
。

議
案
第
74
号

議
案
第
75
号

　

市
内
中
学
校
の
生
徒
用
タ
ブ
レ
ッ

ト
型
端
末
・
市
内
小
学
校
の
児
童
用

タ
ブ
レ
ッ
ト
型
端
末
整
備
事
業
費
に

つ
い
て
は
、
令
和
２
年
７
月
議
会
で

可
決
さ
れ
て
お
り
、
本
議
会
で
各
タ

ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
財
産
の
取
得
が
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

　

導
入
時
期
は
。

　

中
学
校
で
は
12
月
24
日
、
小
学

校
で
は
12
月
中
旬
か
ら
１
月
に
か
け

て
納
入
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

全
会
一
致　

可
決

全
会
一
致　

可
決

全
会
一
致　

可
決

賛
成
多
数　

可
決

全
会
一
致　

可
決

全
会
一
致　

可
決

第
３
回　

定
例
会

会　

期 

令
和
２
年
９
月
４
日

か
ら
10
月
13
日
（
40
日
間
）

計
画
の
概
要

条
例
の
制
定

条
例
の
一
部
改
正

財
産
の
取
得

学校施設整備基金

タブレット導入端末等

基金残高 ７億1,246 万円

充当予定

令和3年度 800万円

令和 4年度 3,400 万円

令和 5年度 1億 300万円

機　種 台　数 取得金額

中
学
校
Windows 815台 3,691万円

小
学
校
Apple 社
iPad 1,606 台 7,437 万円



議
案
第
77
号

令
和
２
年
度
曽
於
市
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
６
号
）

　

総
務
基
金
管
理
費
や
光
フ
ァ
イ

バ
ー
網
整
備
推
進
事
業
費
等
が
主
な

も
の
で
、
９
億
８
４
６
１
万
円
の
追

加
で
す
。

　

補
正
後
予
算

　

総
額
３
４
６
億
３
２
２
４
万
円

総
務
常
任
委
員
会
所
管
分

（
今
鶴 

治
信
委
員
長
）

【
消
防
費
の
自
主
防
災
組
織
備
蓄

施
設
設
置
補
助
金
】

　

こ
の
補
助
金
は
、
一
般
財
団
法
人

自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
が
実
施
す
る
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
に
申
請
を

行
っ
た
も
の
の
う
ち
、
不
採
択
に

な
っ
た
も
の
を
市
で
予
算
を
計
上
し

た
も
の
で
す
。

　

来
年
度
も
実
施
す
る
の
か
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
に
申

請
し
、
採
択
さ
れ
な
か
っ
た
場
合
は
、

市
で
補
助
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

【
光
フ
ァ
イ
バ
ー
網
整
備
推
進
事
業
】

　

今
回
補
正
予
算
で
市
内
全
域
が

通
信
可
能
に
な
る
の
か
。

　

固
定
電
話
回
線
の
あ
る
世
帯
は

全
て
通
信
で
き
る
。

意
見　

若
い
人
達
か
ら
強
い
要
望
が

あ
っ
た
事
業
で
あ
る
。
早
期
の
実
現

を
望
む
。

【
住
民
基
本
台
帳
シ
ス
テ
ム
改
修

及
び
戸
籍
シ
ス
テ
ム
改
修
】

　

今
回
の
改
修
で
国
外
転
出
者
に

よ
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
利
用
が

可
能
に
な
る
と
の
こ
と
だ
が
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
市
内
交
付
者
数

は
。

　

９
月
６
日
現
在
で
４
６
９
０
人

で
あ
る
。

文
教
厚
生
常
任
委
員
会
所
管
分

（
上
村 

龍
生
委
員
長
）

【
保
育
所
等
整
備
補
助
事
業
】

　

き
ら
り
の
星
認
定
こ
ど
も
園

（
仮
称
）
創
設
に
係
る
補
助
事
業
の

変
更
内
容
は
。

　

建
築
面
積
の
変
更
と
保
育
所
等

整
備
交
付
金
の
国
の
補
助
率
が
２
分

の
１
か
ら
３
分
の
２
に
変
更
に
な
っ

た
た
め
、
県
と
市
の
負
担
額
が
減
額

さ
れ
た
。

意
見　

子
ど
も
園
等
の
運
営
に
関
し

て
今
後
、
子
供
の
減
少
が
懸
念
さ
れ

る
た
め
、
市
と
し
て
は
適
切
な
方
針

の
下
で
対
応
さ
れ
た
い
。

【
財
部
温
泉
健
康
セ
ン
タ
ー
管
理
費
】

　

当
初
の
指
定
管
理
料
１
７
７
０

万
円
に
今
回
の
１
８
７
０
万
円
の
追

加
補
正
を
行
っ
て
い
る
が
、
近
年
の

収
支
状
況
に
つ
い
て
ど
う
だ
っ
た
か
。

　

平
成
29
年
度
か
ら
令
和
元
年
度

ま
で
３
０
０
万
円
か
ら
１
０
０
万
円

弱
の
赤
字
経
営
で
あ
っ
た
。
令
和
２

年
度
は
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
に
よ
り
１

８
０
０
万
円
以
上
の
赤
字
が
見
込
ま

れ
る
。

建
設
経
済
常
任
委
員
会
所
管
分

（
岩
水 

豊
委
員
長
）

【
ゆ
ず
搾
汁
セ
ン
タ
ー
増
設
工
事

実
施
設
計
業
務
委
託
料
】

　

４
レ
ー
ン
増
設
の
計
画
で
あ
る

が
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
ゆ
ず
搾
汁
セ

ン
タ
ー
へ
の
影
響
は
考
え
ら
れ
な
い

か
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
昨
年
度
の

在
庫
が
多
く
あ
り
、
今
年
度
収
穫
に

影
響
が
出
る
可
能
性
が
あ
る
。

意
見　

ゆ
ず
農
家
に
も
コ
ロ
ナ
対
策

の
支
援
を
検
討
す
べ
き
で
あ
る
。

【
観
光
関
連
イ
ベ
ン
ト
助
成
事
業
】

　

商
工
会
夏
祭
り
の
中
止
に
よ
る
補

助
金
の
減
額
で
す
。

意
見　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
で
イ
ベ
ン
ト
等
の
中
止
に

よ
る
補
助
金
減
額
に
つ
い
て
は
、
他

の
事
業
を
含
め
統
一
し
た
対
応
を
と

る
必
要
が
あ
る
。

【
県
営
道
路
整
備
事
業
負
担
金
・

志
柄
・
宮
ヶ
原
線
】

意
見　

早
急
な
整
備
を
望
む
。

補
正
予
算

志柄・宮ヶ原線

全
会
一
致　

可
決



議
案
第
80
号

岩
川
小
学
校
校
舎
改
築
本
体
工
事

請
負
契
約
の
締
結

　

８
月
27
日
に
開
札
を
行
い
、渡
辺
・

鎌
田
・
川
原
田
特
定
建
設
工
事
共
同

企
業
体
が
10
億
６
１
２
８
万
円
で
落

札
し
、
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
議
会

の
議
決
を
求
め
る
も
の
で
す
。

※
工
期　

令
和
３
年
12
月
24
日
ま
で

意
見　

今
回
、
追
加
議
案
で
出
さ
れ

た
が
、
議
会
開
会
日
に
提
案
す
る
べ

き
で
あ
る
。

議
案
第
81
号

末
吉
中
央
公
民
館
建
替
事
業
建
築

本
体
工
事
請
負
契
約
の
締
結

　

９
月
10
日
に
開
札
を
行
い
、
鎌
田

建
設
株
式
会
社
曽
於
支
店
が
３
億
４

５
９
５
万
円
で
落
札
し
、
契
約
の
締

結
に
つ
い
て
議
会
の
議
決
を
求
め
る

も
の
で
す
。

※
工
期　

令
和
３
年
３
月
26
日
ま
で

意
見　

議
案
80
号
と
同
様
、
追
加
議

案
で
出
さ
れ
た
が
、
議
会
開
会
日
に

提
案
す
る
べ
き
で
あ
る
。

陳
情
第
６
号

国
の
責
任
に
よ
る
「
20
人
学
級
」
を

展
望
し
た
少
人
数
学
級
の
前
進
を
求

め
る
陳
情

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
拡
大
に
よ
り
、
学
校
で
は
感
染

症
対
策
と
し
て
３
密
を
避
け
、
教

室
内
に
社
会
的
距
離
を
確
保
す
る

た
め
「
20
人
学
級
」
を
展
望
し
、

あ
わ
せ
て
教
職
員
の
増
加
、
教
室

の
確
保
、
教
職
員
定
数
改
善
計
画

を
国
が
責
任
持
っ
て
対
策
を
講
じ

る
こ
と
が
主
な
内
容
で
す
。

提
出
者　

新
日
本
婦
人
の
会
曽
於
班

班
長　

桑
畑 

差
与
子

意
見　

市
内
の
小
・
中
学
校
の
各

学
校
の
生
徒
数
を
考
慮
す
る
と
、

中
学
校
３
校
と
末
吉
・
岩
川
・
財

部
小
の
３
校
は
生
徒
数
が
多
い
が
、

そ
れ
以
外
の
小
学
校
は
小
規
模
校

が
大
半
で
あ
り
、
陳
情
の
20
人
学

級
に
満
た
な
い
学
校
が
あ
る
た
め
、

20
人
学
級
と
限
定
せ
ず
、
少
人
数

学
級
と
す
べ
き
と
の
意
見
が
あ
り
、

ま
た
、
６
月
議
会
で
も
30
人
学
級

を
盛
り
込
ん
だ
意
見
書
を
関
係
機
関

へ
送
付
し
、
実
現
し
て
い
な
い
た
め
、

意
見
書
を
「
国
の
責
任
に
よ
る
少

人
数
学
級
の
前
進
を
求
め
る
意
見

書
案
」
と
修
正
し
ま
し
た
。

発
議
第
３
号

陳
情
第
６
号
に
伴
う
発
議

　

国
の
責
任
に
よ
る
少
人
数
学
級
の

前
進
を
求
め
る
意
見
書
を
国
に
提
出

し
ま
し
た
。

　
（
発
議
者
）
渕
合 

昌
昭 

他
５
名

１　

子
ど
も
た
ち
の
い
の
ち
と
健
康

を
守
り
、
成
長
と
発
達
を
保
障
す
る

た
め
、
早
急
に
20
人
程
度
で
授
業
が

で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。
そ
の
た

め
に
教
職
員
増
と
教
室
確
保
を
国
の

責
任
で
行
う
こ
と
。

２　
「
20
人
学
級
」
を
展
望
し
、
少

人
数
学
級
を
実
現
す
る
こ
と
。
そ
の

た
め
に
国
は
、
標
準
法
を
改
正
し
教

職
員
定
数
改
善
計
画
を
立
て
る
こ
と
。

契
約
の
締
結

陳　

情

発　

議

全
会
一
致　

可
決

賛
成
多
数　

採
択

全
会
一
致　

可
決

全
会
一
致　

可
決

岩川小学校完成イメージ図

末吉中央公民館完成イメージ図

衆
議
院
議
長   

参
議
院
議
長   

内
閣
総
理
大
臣   

文
部
科
学
大
臣

提 出



諮
問
第
２
号
・
３
号

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦

　

田
ノ
上　

晃
氏
64
歳

 （
大
隅
町
段
中
町
・
再
任
）

　

迫
田　

雪
春
氏 

66
歳

　
　
　
（
末
吉
町
諏
訪
方
・
新
任
）

※ 

任
期
は
令
和
３
年
１
月
１
日
か
ら

３
年
間
で
す
。

同
意
案
第
20
号
〜
22
号

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の

選
任

　

高
良　

博
夫
氏　

73
歳

（
末
吉
町
諏
訪
方
・
再
任
）

　

有
村　

芳
文
氏　

70
歳

（
末
吉
町
上
町
・
再
任
）

　

中
川　

晴
雄
氏　

67
歳

（
財
部
町
下
財
部
・
新
任
）

※ 

任
期
は
令
和
２
年
10
月
５
日
か
ら

３
年
間
で
す
。

適　

任

賛
成
多
数
同
意

人
事
関
係

発
議
第
４
号

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
に
伴
う
地
方
財
政
の
急
激

な
悪
化
に
対
し
地
方
税
財
源
の
確

保
を
求
め
る
意
見
書
を
国
に
提
出

し
ま
し
た
。

　
（
発
議
者
）
迫　

杉
雄 
他
６
名

１　

地
方
の
安
定
的
な
財
政
運
営

に
必
要
な
地
方
税
、
地
方
交
付
税

な
ど
の
一
般
財
源
総
額
を
確
保
す

る
こ
と
。
そ
の
際
、
臨
時
財
政
対

策
債
が
累
積
す
る
こ
と
の
な
い
よ

う
、
発
行
額
の
縮
減
に
努
め
る
と

と
も
に
、
償
還
財
源
を
確
保
す
る

こ
と
。

２　

地
方
交
付
税
に
つ
い
て
は
、

引
き
続
き
財
源
保
障
機
能
と
財
源

調
整
機
能
の
両
機
能
が
適
切
に
発

揮
で
き
る
よ
う
総
額
を
確
保
す
る

こ
と
。

３　

令
和
２
年
度
の
地
方
税
収
が

大
幅
に
減
収
と
な
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
思
い
切
っ
た

減
収
補
填
措
置
を
講
じ
る
と
と
も

に
、
減
収
補
填
債
の
対
象
と
な
る

税
目
に
つ
い
て
も
、
地
方
消
費
税

を
含
め
弾
力
的
に
対
応
す
る
こ
と
。

４　

税
源
の
偏
在
性
が
小
さ
く
、

税
収
が
安
定
的
な
地
方
税
体
系
の

構
築
に
努
め
る
と
と
も
に
、
国
税
・

地
方
税
の
政
策
税
制
に
つ
い
て

は
、
積
極
的
な
整
理
合
理
化
を
図

り
、
新
設
・
拡
充
・
継
続
に
当
た
っ

て
は
、
有
効
性
・
緊
急
性
を
厳
格

に
判
断
す
る
こ
と
。 

５　

と
り
わ
け
、
固
定
資
産
税
は
、

市
町
村
の
極
め
て
重
要
な
基
幹
税

で
あ
り
、
制
度
の
根
幹
を
揺
る
が

す
見
直
し
は
家
屋
・
償
却
資
産
を

含
め
、
断
じ
て
行
わ
な
い
こ
と
。

先
の
緊
急
経
済
対
策
と
し
て
講
じ

た
特
例
措
置
は
、
臨
時
・
異
例
の

措
置
と
し
て
、
や
む
を
得
な
い
も

の
で
あ
っ
た
が
、
本
来
国
庫
補
助

金
な
ど
に
よ
り
対
応
す
べ
き
も
の

で
あ
る
。
よ
っ
て
、
今
回
限
り
の

措
置
と
し
、
期
限
の
到
来
を
も
っ

て
確
実
に
終
了
す
る
こ
と
。

全
会
一
致　

可
決

衆
議
院
議
長   

参
議
院
議
長   

内
閣
総
理
大
臣   

内
閣
官
房
長
官 

総
務
大
臣   

財
務
大
臣   

経
済
産
業
大
臣  

経
済
再
生
担
当
大
臣   

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
担
当
大
臣

提 出



議決結果一覧
土屋議員は議長のため、表決には参加しない。
賛成「○」。賛成者のみを諮る表決方法であるため、賛成者以外（反対者・態度保留者・
棄権者等）は「●」としている。

議　案　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　議員名

重
久　

昌
樹

松
ノ
下
い
ず
み

鈴
木　

栄
一

岩
水　
　

豊

渕
合　

昌
昭

上
村　

龍
生

宮
迫　
　

勝

今
鶴　

治
信

九
日　

克
典

伊
地
知
厚
仁

原
田
賢
一
郎

山
田　

義
盛

大
川
内
冨
男

渡
辺　

利
治

海
野　

隆
平

久
長
登
良
男

谷
口　

義
則

迫　
　

杉
雄

徳
峰　

一
成

結　

果

認　

定　

案

第1号 令和元年度曽於市一般会計歳入歳出決算の認定につ
いて 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 全会一致

可決

第2号 令和元年度曽於市国民健康保険特別会計歳入歳出決算
の認定について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 全会一致

可決

第3号 令和元年度曽於市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決
算の認定について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 賛成多数

可決

第4号 令和元年度曽於市介護保険特別会計歳入歳出決算の認
定について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 全会一致

可決

第5号 令和元年度曽於市公共下水道事業特別会計歳入歳出決
算の認定について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 全会一致

可決

第6号 令和元年度曽於市生活排水処理事業特別会計歳入歳出
決算の認定について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 全会一致

可決

第7号 令和元年度曽於市笠木簡易水道事業特別会計歳入歳出
決算の認定について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 全会一致

可決

第8号 令和元年度曽於市水道事業会計決算の認定について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 全会一致
可決

議　
　

案

第68号 県営土地改良事業の計画の概要について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 全会一致
可決

第69号 曽於市選挙公報の発行に関する条例の制定について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 全会一致
可決

第70号 曽於市職員の特殊勤務手当に関する条例の一部改正に
ついて 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 全会一致

可決

第71号 曽於市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準
を定める条例の一部改正について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 全会一致

可決

第72号 曽於市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の
運営に関する基準を定める条例の一部改正について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 全会一致

可決

第73号 曽於市立学校施設整備基金条例の一部改正について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 全会一致
可決

第74号 財産の取得について（中学校生徒用タブレット型端末）〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 賛成多数
可決

第75号 財産の取得について（小学校児童用タブレット型端末）〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 全会一致
可決

第76号 令和元年度曽於市水道事業剰余金の処分について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 全会一致
可決

第77号 令和２年度曽於市一般会計補正予算（第６号）につ
いて 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 全会一致

可決

第78号 令和２年度曽於市介護保険特別会計補正予算（第２号）
について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 全会一致

可決

第79号 令和２年度曽於市水道事業会計補正予算（第２号）に
ついて 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 全会一致

可決

第80号 岩川小学校校舎改築本体工事請負契約の締結について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 全会一致
可決

第81号 末吉中央公民館建替事業建築本体工事請負契約の締結
について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 全会一致

可決

陳
情 第6号 国の責任による「20 人学級」を展望した少人数学級の

前進を求める陳情 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 賛成多数
採択

発
議 第3号

ゆたかな学びの実現のための教職員定数改善と義務教
育費国庫負担制度２分の１復元をはかるための、2021
年度政府予算に係る意見書案

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 全会一致
可決

発
議 第4号 新型コロナウイルス感染症の影響に伴う地方財政の急

激な悪化に対し地方税財源の確保を求める意見書 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 全会一致
可決



令和元年度決算を認定令和元年度決算を認定
今後に活かせ!!今後に活かせ!!

一般会計歳出総額 263億円一般会計歳出総額 263億円

1万円未満切捨て

会　　計　　名 歳入決算額 歳出決算額

一　般　会　計 272億 3,491万円 263億 3,008 万円

特　

別　

会　

計

国民健康保険特別会計 57億 1,524万円 55億 9,757 万円

後期高齢者医療特別会計 5億 5,697 万円 5億 5,608 万円

介護保険特別会計 56億 4,653 万円 55億 5,973 万円

公共下水道事業特別会計 2億 4,196 万円 2億 3,898 万円

生活排水処理事業特別会計 8,645万円 8,534万円

笠木簡易水道事業特別会計 4,531万円 1,501万円

水道事業会計
収益的 4億 9,761万円 4億 5,794万円

資本的 3億 4,296 万円 4億 6,345万円

◆ 決算審査特別委員会設置　令和２年９月15日
　  決算審査特別委員会 18人（議長・監査委員を除く議員）　
　  委　員　長　伊地知　厚仁
　  副委員長　上村　龍生

◆ 各分科会に分かれ、所管ごとの専門的な審査が行われました。
　（現地調査を含む）
　  総 務 分 科 会　令和２年９月23日～ 28日（４日間）
　  文教厚生分科会　令和２年９月23日～ 28日（４日間）
　  建設経済分科会　令和２年９月18日～ 25日（４日間）

◆ 決算審査特別委員会　令和２年 10月６日

◆  令和２年 10月 13 日に審査した結果を本会議において認定すべきと報告
 を行いました。

◎決算審査特別委員会◎



宅地分譲整備事業

免許証自主返納者に対する
思いやりバス・タクシーの無料乗車券 消防団員の定数

クリーンセンターの改修工事

　大隅北の坂元地区宅地分譲地はまだ 1区
画も売れていない状況では。

意見　土地の寄附者の意向を尊重して、分譲
地に早く住宅が建つように
無料に近い価格にすべきで
ある。

　免許証自主返納者に対する思いやりバ
ス・タクシーの無料乗車券交付は、３年間が
５年間に延長されたが、その内容は。

　令和２年４月１日以前に無料乗車券を取
得された方のうち、まだ有効期限が残ってい
る方については、３年間の有効期間に２年間
を延長した有効期間とし、既に３年間の有効
期間が終了した方については、10 月１日以
降、２年間が無料期間となる。

　消防分団員数が年々減ってきているが、
団員数と平均年齢は。

　団員数は 620 人の定数に対し 580 人、平
均年齢 40.59 歳である。

　市役所職員の消防団員数は。

　現在、44 人である。

 　クリーンセンターの改修工事後の稼働状況は。

　月に 21日、１日当たり８時間稼働している。１基で、
１日12ｔの処理能力があり、２基で最大24ｔ処理できる。
最近の傾向として、空き屋の片付けによる畳やタンス、布
団等の粗大ごみが増えている状況である。土曜日の搬入が
多く、多いときで 1,600 台の搬入があり、コミュニティＦＭ
等で搬入日の分散化の放送をしているが、なかなか解消し
ていない状況である。

意見　次の改修の時期が来るまでに他市との広域化も含
め、今後検討すべきではないか。また、焼却炉の延命化を
図るため、市民へごみの分別、資源化等による減量化の理
解と協力が得られるように努めるべきである。



曽於高校支援策 救急医療センターの利用状況

学校整備 教職員住宅

　曽於高校アンケート結果と支援策についての方針は。

　中・高生や保護者へアンケートを実施したとこ
ろ、高校進学を決定する際に何を重要視するかという
設問で、調査結果から市の支援策である大学等進学祝
金贈呈事業が曽於高校へ進学を決める上での重要項目
ではないことが分かったため、令和３年度以降は進学
祝金事業を縮小または廃止し、全学科・全生徒に対す
る学習支援システムの導入など学習支援制度の切り替
えを検討したい。

意見　今後は大学進学祝金など卒業後の支援策より、
在校生に対する支援策に切り替えるべきではないか。

　曽於医師会立病院と都城市郡医師会立病院の利用
状況は。

　曽於医師会立病院と都城市郡医師会立病院の近年
の患者数は、曽於医師会立病院が都城市郡医師会立病
院の約 2.5 倍で、医療費は両病院がほぼ同額で推移し
ている。

意見　曽於医師会立病院の医療環境が充実していない
ために、より高度・高額な医療サービスを都城市郡医
師会立病院で受けている傾向があり、曽於医師会立病
院の充実・強化に向けて、力を入れるべきではないか。

　学校設備事業の内容は。

　移転予定の岩川小学校を除く、小学校 19
校の空調設備設置工事と、耐震補強のため６
校の屋内運動場非構造部材耐震化改修工事に
約５億 6,000 万円、中学校３校に約 1億 3,200
万円であった。また、岩川小学校移転先の旧
岩川高等学校校舎煙突石綿除去工事、約 2,500
万円も含まれている。

　老朽化が進んでいる所は。

　岩川小・大隅中校長住宅が痛んでいる。
建て替えると 1棟 1,800 万円ほどになる。

意見　教職員住宅に住むか、民間の借家を借
りるかを教育委員会として方針をもつべきで
はないか。



中津橋災害復旧（末吉町檍） 道の駅の売り上げ

市道笠木・かんじん松線
道路改良工事 花房峡憩いの森管理費

　いつ頃に完成の見通しか。

　令和３年３月に完成し通行できる見込み
である。

　道の駅の売り上げが２年連続で減少して
いるが。

　出荷者の高齢化により品揃えが消費者に
満足できない部分や、品不足が発生している。
農土家市においては東九州自動車道の鹿屋ま
での開通による影響が出ている。

社会資本整備事業の区間は完了したとの説明
があった。

意見　今後辺地対策事業での早急な完了を目
指し危険個所の解消に
努めてほしい。

　工事費の不用額が多いのでは。

　バンガロー新築工事の内容を変更したた
めである。

意見　事前に減額補正することが望ましい。



１．１．徳徳
とくとく

峰峰
みねみね

　　一一
かずなりかずなり

成成　　（日本共産党）　　（日本共産党）  P13P13
　　○大隅・財部地区のアンケート調査を尊重した市役所再編　　　○大隅・財部地区のアンケート調査を尊重した市役所再編　
　　○末吉本庁の２階に市民の広場が必要か　　○末吉本庁の２階に市民の広場が必要か
　　　　　　※掲載以外の質問項目…※掲載以外の質問項目…新型コロナウイルス感染症防止対策の検証・見直し・課題新型コロナウイルス感染症防止対策の検証・見直し・課題

２．２．重重
しげひさしげひさ

久久　　昌昌
まさきま さ き

樹樹　　（無所属自由クラブ）　　（無所属自由クラブ）  P14P14
　　○光回線の整備　　○多面的機能支払交付金事業　　○光回線の整備　　○多面的機能支払交付金事業

３３．．上上
かみむらかみむら

村村　　龍龍
たつおた つ お

生生　　（創政会）　　（創政会）  P15P15
　　○新型コロナウイルス感染症防止支援策と今後の財政状況　　○新型コロナウイルス感染症防止支援策と今後の財政状況
　　○市内教育現場における新型コロナウイルス感染症防止対策と熱中症対策　　○市内教育現場における新型コロナウイルス感染症防止対策と熱中症対策
　　○支所再編計画の見直し　　○支所再編計画の見直し

４４．．海海
うみのう み の

野野　　隆隆
りゅうへいりゅうへい

平平　　（無所属自由クラブ）　　（無所属自由クラブ）  P16P16
　　○曽於市内新型コロナウイルス感染症による商工業者の経営の悪化と対応　　　　○曽於市内新型コロナウイルス感染症による商工業者の経営の悪化と対応　　
　　○コミュニティFM放送聴取市民意識調査の結果と今後の対応　　○コミュニティFM放送聴取市民意識調査の結果と今後の対応

５５．．渡渡
わたなべわたなべ

辺辺　　利利
としはるとしはる

治治　　（創政会）　　（創政会）  P17P17
　　○ゆず生産支援策　　○ほ場整備　　○災害対策　　〇小学校統合　　○ゆず生産支援策　　○ほ場整備　　○災害対策　　〇小学校統合

６６．．迫迫
さこさこ

　　杉杉
すぎおす ぎ お

雄雄　　　（誠和会）　（誠和会）  P18P18
　　○人口増対策　　○新型コロナウイルス感染症への対応　　　　　　○人口増対策　　○新型コロナウイルス感染症への対応　　　　

７７．．鈴鈴
すずきす ず き

木木　　栄栄
えいいちえいいち

一一　　（無所属自由クラブ）　　（無所属自由クラブ）  P19P19
　　○新型コロナウイルス感染症防止対策　　○特定健診　　○新型コロナウイルス感染症防止対策　　○特定健診

８８．．大大
おおかわちおおかわち

川内川内　　冨冨
とみおと み お

男男　　（新生会）　　（新生会）  P20P20
　　○財部駅前屋台村　　　　○財部駅前屋台村　　※掲載以外の質問項目…〇パークゴルフ場・フラワーパーク予定地跡地　　〇教育問題※掲載以外の質問項目…〇パークゴルフ場・フラワーパーク予定地跡地　　〇教育問題

９９．．宮宮
みやみや

迫迫
さこさこ

　　勝勝
まさるまさる

　　（日本共産党）　　（日本共産党）  P21P21
　　○本庁・支所機能再編計画及び庁舎整備計画　　○菜の花エコプロジェクト　　○災害対策　　○本庁・支所機能再編計画及び庁舎整備計画　　○菜の花エコプロジェクト　　○災害対策

10．10．松松
まつのしたまつのした

ノ下ノ下　いずみ　　（誠和会）　いずみ　　（誠和会）  P22P22
　　○合併後15年庁舎再編等　　○県道２号線沿い（水ノ手～大川原）の植栽されている花木の管理　　○合併後15年庁舎再編等　　○県道２号線沿い（水ノ手～大川原）の植栽されている花木の管理

11．11．今今
いまいま

鶴鶴
づるづる

　　治治
はるのぶはるのぶ

信信　　（新生会）　　（新生会）  P23P23
　　○農業振興　　○寄附採納　　　　○農業振興　　○寄附採納　　○○ふるさと納税ふるさと納税

12．12．渕渕
ふちふち

合合
あいあい

　　昌昌
まさあきまさあき

昭昭　　（新生会）　　（新生会）  P24P24
　　○パークゴルフ場・フラワーパーク予定地跡地　　○ふるさと納税　　　　　○パークゴルフ場・フラワーパーク予定地跡地　　○ふるさと納税　　　
　　○新型コロナウイルス感染症の中での臨時休校及び夏休みの対応　　○新型コロナウイルス感染症の中での臨時休校及び夏休みの対応

13．13．岩岩
いわみずいわみず

水水　　豊豊
ゆたかゆたか

　　（新生会）　　（新生会）  P25P25
　　○本庁舎増設計画　　○旧財部高校跡地活用　　　　○本庁舎増設計画　　○旧財部高校跡地活用　　○○曽於市古民家再生活用モデル事業曽於市古民家再生活用モデル事業

14．14．原原
はらだは ら だ

田田　　賢賢
けんいちろうけんいちろう

一郎一郎　　（そお幸喜会）　　（そお幸喜会）  P26P26
　　○自然災害復旧工事のあり方　　○市道愛護作業　　　○自然災害復旧工事のあり方　　○市道愛護作業　
　　○難視聴区域におけるテレビ共同アンテナ大規模改修工事　　　○難視聴区域におけるテレビ共同アンテナ大規模改修工事　
　　　　○○肉用牛肥育経営安定交付金制度（牛マルキン制度）肉用牛肥育経営安定交付金制度（牛マルキン制度）

市政を問う
一般質問とは議員が市政全般にわたり、市の考えを問うものです一般質問とは議員が市政全般にわたり、市の考えを問うものです

一般質問
14名の議員登壇



２
階
に
市
民
の
広
場
が
必

要
か

末吉本庁舎の１階ロビー

島根県安来市 本庁舎になし

岩手県八幡市 1階ロビーに 60坪

福島県本宮市 本庁舎になし

曽於市
２階の市民広場 69 坪

１階ロビー 116 坪

市民広場　参考例

問　

末
吉
本
庁
舎
の
15
億
円

規
模
の
増
築
計
画
で
は
、
会

議
室
が
９
部
屋
あ
る
。
今
後
、

会
議
室
の
利
用
が
ど
れ
だ
け

増
え
る
の
か
。

市
長　

既
存
の
会
議
室
の
利

用
率
が
高
い
た
め
増
や
す
計

画
で
あ
る
。
新
設
す
る
会
議

室
の
利
用
率
ま
で
は
試
算
し

て
い
な
い
。

問　

ど
う
み
て
も
会
議
室
が

多
く
、
減
ら
す
べ
き
で
は
な

い
か
。

市
長　

減
ら
す
考
え
は
な
い
。

問　

６
月
市
議
会
で
は
、
末

吉
本
庁
舎
の
２
階
に
市
民
の

広
場
（
69
坪
）
の
設
置
に
つ

い
て
、
参
考
例
と
し
て
全
国

の
３
市
の
答
弁
が
あ
っ
た
。

そ
の
後
、
私
の
調
査
で
は
、

２
市
に
は
な
く
、
１
市
は
１

階
の
ロ
ビ
ー
に
60
坪
の
広
場

が
あ
っ
た
。
い
い
か
げ
ん
な

答
弁
で
は
な
い
か
。

総
務
課
長　

ネ
ッ
ト
で
検
索

し
、
事
前
に
調
査
票
を
送
っ

て
回
答
を
得
た
内
容
を
答
弁

し
た
。

問　

市
民
が
２
階
に
上
が
り
、

ど
れ
だ
け
利
用
さ
れ
る
か
。

２
階
へ
の
設
置
は
や
め
た
ら

ど
う
か
。
増
築
分
を
含
め
１

階
の
ロ
ビ
ー
は
１
１
６
坪
と

な
り
、
１
階
で
は
ど
う
か
。

市
長　

２
階
は
多
目
的
に
使

い
、
２
階
に
設
置
し
た
い
。

問　

ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を

無
視
し
て
、
支
所
再
編
を
進

め
る
の
か
。

市
長　

末
吉
地
区
を
含
め
る

と
、
過
半
数
が
末
吉
へ
の
集

約
に
賛
成
さ
れ
て
い
る
。

問　

大
隅
・
財
部
の
市
民
に

失
礼
な
答
弁
で
は
な
い
か
。

そ
れ
が
進
む
と
、
給
食
セ
ン

タ
ー
や
社
会
福
祉
協
議
会
の

末
吉
へ
の
一
極
集
中
に
連
動

す
る
こ
と
に
な
り
、
さ
ら
に

議
員
の
立
ち
位
置
を
含
め
、

市
長
選
や
市
議
選
の
争
点
に

な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。

市
長　

市
民
説
明
会
で
は
、

市
民
か
ら
庁
舎
再
編
に
つ
い

て
疑
問
・
反
対
は
な
か
っ
た
。

選
挙
で
市
民
が
ど
う
い
う
判

断
を
す
る
か
は
分
か
ら
な
い

が
、
そ
の
時
は
市
民
の
判
断

が
あ
る
の
だ
ろ
う
と
思
っ
て

い
る
。

徳徳
とくとく

峰峰
みねみね

　　一一
かずかず

成成
なりなり

（日本共産党）（日本共産党）

市長／ 末吉を含めると過半数が
　　　賛成である

大隅・財部地区のアンケート
調査を尊重した市役所再編を

本　議　会
一般質問の様子



多
面
的
機
能
支
払
交
付
金

事
業

な
る
。

問　

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果

は
。

市
長　

活
動
組
織
の
広
域
化

を
希
望
す
る
組
織
が
33
組
織

中
４
組
織
で
あ
る
。

問　
「
活
動
を
行
う
上
で
一

番
大
変
な
こ
と
は
」
の
質
問

に
関
す
る
回
答
は
。

耕
地
課
長　
「
書
記
・
会
計

が
大
変
」
17
、「
高
齢
化
等

に
よ
る
保
全
活
動
等
が
大

変
」
が
22
で
あ
る
。

問　

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
対

象
は
。

市
長　

活
動
を
行
っ
て
い
る

34
組
織
を
対
象
と
し
た
。

問　

光
フ
ァ
イ
バ
ー
網
推
進

事
業
の
整
備
概
要
は
。

市
長　

国
は
、
令
和
３
年
度

末
ま
で
に
、
新
規
の
光
フ
ァ

イ
バ
ー
整
備
の
支
援
を
終
了

す
る
予
定
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

交
換
局
未
整
備
地
域
（
大
川

原
・
坂
元
・
恒
吉
・
柿
木
交

換
局
）
の
光
回
線
の
整
備
を

実
施
す
る
も
の
で
あ
る
。

問　

対
象
地
域
へ
の
周
知
方

法
は
ど
の
様
に
す
る
の
か
。

市
長　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
な
ど
の
広

報
や
啓
発
、
チ
ラ
シ
の

配
布
を
考
え
て
い
る
。

問　

校
区
や
自
治
会
単

位
で
の
周
知
方
法
は
考

え
ら
れ
な
い
か
。

市
長　

校
区
や
自
治
会

単
位
で
の
説
明
会
も
必

市長／交換局未整備地域の
　　　光回線を整備する

光ファイバー網整備推進事業は

本　議　会
一般質問の様子

重重
しげひさしげひさ

久久　　昌昌
まさきま さ き

樹樹
（無所属自由クラブ）（無所属自由クラブ）

要
だ
と
考
え
る
。

問　

交
換
局
が
整
備
さ
れ
、

末
端
が
未
整
備
の
地
域
の
考

え
方
は
。

市
長　

９
月
議
会
提
案
の
補

正
予
算
案
に
よ
り
未
整
備
地

区
は
解
消
さ
れ
る
も
の
と
考

え
る
。

問　

今
回
の
整
備
で
、
曽
於

市
全
体
の
整
備
率
は
ど
れ
く

ら
い
に
な
る
か
。

市
長　

ほ
ぼ
全
域
が
整
備
さ

れ
る
こ
と
か
ら
１
０
０
％
と

問　

活
動
を
や
め
た
組
織
に

理
由
を
聞
く
こ
と
が
大
事
だ

と
思
う
が
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
や
意
見
を
聞
く
こ
と
は
考

え
ら
れ
な
い
か
。
辞
め
た
組

織
が
復
活
で
き
る
よ
う
な
体

制
づ
く
り
は
で
き
な
い
か
。

市
長　

聞
き
取
り
は
で
き
る

と
思
う
。

問　

今
後
の
進
め
方
は
。

市
長　

11
月
か
ら
12
月
の
中

間
検
査
で
個
別
に
説
明
し
確

認
を
行
い
、
広
域
化
に
つ
い

て
の
方
針
を
決
定
す
る
。

曽於市ブロードバンド環境



教
育
現
場
に
お
け
る

コ
ロ
ナ
対
策

支
所
再
編
計
画
の
見
直
し

支所再編がすすむ大隅

経費削減の議論を

施設名 事業費 計画年度
岩川小学校 23億８千万円 令和２年度
末吉中央公民館 ５億２千万円 令和２年度
末吉総合体育館 　２億円 令和２年度
末吉小学校新築 19億７千万円 令和３年～８年度
学校給食センター 13億５千万円 令和３年～５年度
桜ヶ丘団地 10億１千万円 令和２年度
庁舎合計 29億２千万円 令和２年～６年度

問　

市
単
独
持
続
化
給
付
金

の
８
月
末
ま
で
の
申
請
状
況
は
。

市
長　

市
全
体
事
業
所
数
１

５
０
９
件
中
３
８
１
件
が
申

請
し
て
い
る
。

問　

そ
の
内
訳
は
。

市
長　

飲
食
業
の
61
・
８
％
、

運
輸
業
の
38
・
２
％
、
自
動

車
整
備
業
の
27
・
９
％
、
理

容
美
容
業
の
26
・
８
％
が
申

請
し
て
い
る
。

問　

本
年
度
と
来
年
度
コ
ロ

ナ
禍
に
お
け
る
税
収
の
見
通

し
は
。

市
長　

本
年
度
は
３
０
０
０

万
円
、
来
年
度
は
１
億
円
ほ

ど
の
減
収
を
想
定
し
て
い
る
。

問　

地
方
交
付
税
へ
の
影
響

は
。

市
長　

地
方
交
付
税
も
減
少

す
る
の
で
は
と
危
惧
し
て
い
る
。

問　

今
後
、
市
の
財
政
状
況

の
悪
化
が
予
想
さ
れ
る
中
、

今
後
数
年
間
で
計
画
さ
れ
て

い
る
箱
物
行
政
に
つ
い
て
、

凍
結
・
延
期
・
見
直
し
等
、

歳
出
抑
制
の
議
論
が
必
要
に

な
る
の
で
は
な
い
か
。

市
長　

現
在
進
行
中
の
事
業

に
つ
い
て
は
進
め
る
が
、
後

の
事
業
に
つ
い
て
は
、
今
後

検
討
し
た
い
。

市長／現在進行中以外の事業は
　　　今後検討したい

庁
に
移
す
案
に
関
し
財
部
・

大
隅
の
住
民
は
、
本
件
ア
ン

ケ
ー
ト
に
対
し
て
反
対
が
半

数
以
上
で
あ
っ
た
。
市
長
は

こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
尊

重
す
る
と
前
回
答
弁
し
た
が
、

答
弁
に
変
更
は
な
い
か
。

市
長　

尊
重
す
る
。

上上
かみむらかみむら

村村　　龍龍
たつおた つ お

生生
（創政会）（創政会）

コロナ禍の減収による箱物事
業の見直しは

本　議　会
一般質問の様子

問　

税
収
増
対
策
は
、
人
の

流
れ
を
取
り
戻
し
、
事
業
所

の
売
上
増
を
図
る
政
策
の
実

施
だ
と
思
う
が
。

市
長　

今
後
必
要
が
あ
れ
ば
、

国
の
３
次
補
正
の
状
況
等
で

持
続
化
給
付
金
等
更
な
る
活

性
化
策
を
検
討
し
た
い
。

問　

全
国
で
感
染
者
等
に
対

す
る
誹
謗
中
傷
が
発
生
し
て

い
る
。
特
に
、
教
育
現
場
に

お
け
る
対
策
は
。

教
育
長　

国
か
ら
の
指
導
も

あ
り
誹
謗
中
傷
が
発
生
し
な

い
よ
う
指
導
し
て
い
る
。

問　

支
所
再
編
に
関
し
、
財

部
支
所
の
福
祉
事
務
所
・
大

隅
支
所
の
教
育
委
員
会
を
本



楽しい情報がいっぱい ソーグッド

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
放
送

聴
取
市
民
意
識
調
査

市
長　

地
域
商
品
券
の
発
行

に
よ
り
、
消
費
・
販
売
の
拡

大
に
努
め
て
い
く
。
観
光
事

業
に
つ
い
て
は
、
市
内
の
観

光
バ
ス
・
タ
ク
シ
ー
を
借
上

げ
て
、
市
内
研
修
事
業
の
募

集
を
始
め
て
い
る
。

問　

実
態
調
査
に
つ
い
て
な

ぜ
今
ま
で
さ
れ
な
か
っ
た
の

か
。

市
長　

開
局
し
た
平
成
29
年

７
月
と
今
回
の
２
回
実
施
し

た
。

問　

難
聴
地
域
が
あ
る
が
、

な
ぜ
改
善
さ
れ
な
い
の
か
。

市
長　

実
態
を
把
握
し
改
善

し
た
い
。

問　

今
回
の
実
態
調
査
に
つ

い
て
は
。

問　

本
年
８
月
ま
で
の
市
商

工
業
者
の
実
態
を
ど
の
よ
う

に
分
析
・
判
断
さ
れ
て
い
る

の
か
。

市
長　

市
の
中
小
企
業
事
業

継
続
支
援
金
申
請
の
実
態
で

判
断
す
る
と
30
％
以
上
が
減

収
し
て
い
る
。
飲
食
業
が
約

６
割
、
運
輸
業
が
約
４
割
、

自
動
車
関
連
産
業
と
理
容
・

美
容
業
が
３
割
弱
、
小
売
業
、

サ
ー
ビ
ス
業
が
２
割
程
影
響

を
受
け
て
い
る
。

問　

市
の
支
援
事
業
で
あ
る

中
小
企
業
事
業
継
続
支
援
金
、

小
規
模
企
業
者
家
賃
給
付
金

の
申
請
件
数
と
給
付
件
数
は
。

ま
た
国
の
持
続
化
給
付
金
の

申
請
件
数
は
何
件
か
。

市
長　

８
月
31
日
時
点
で
、

中
小
企
業
事
業
継
続
支
援
金

の
申
請
件
数
は
３
７
１
件
、

給
付
済
件
数
は
２
９
０
件
、

市長／市独自の地域商品券により
　　　消費・販売の拡大に努める

厳しい経営が続いている飲食
店や観光業に対する支援は

本　議　会
一般質問の様子

海海
うみのう み の

野野　　隆隆
りゅうへいりゅうへい

平平
（無所属自由クラブ）（無所属自由クラブ）

小
規
模
企
業
者
家
賃
給
付
金

の
申
請
件
数
が
69
件
で
給
付

済
は
57
件
で
あ
る
。
国
の
持

続
化
給
付
金
に
つ
い
て
は
経

済
産
業
省
か
ら
公
表
さ
れ
て

い
な
い
。

問　

市
の
給
付
金
事
業
に
つ

い
て
、
本
年
12
月
ま
で
延
長

す
る
考
え
は
。

市
長　

今
後
、
影
響
が
拡
大

す
る
事
態
が
あ
れ
ば
、
改
め

て
予
算
を
計
上
し
た
い
。

問　

９
月
以
降
の
飲
食
業
者
、

観
光
業
者
に
対
す
る
支
援
策
は
。

市
長　

市
民
が
よ
く
聞
い
て

い
る
時
間
帯
や
番
組
に
つ
い

て
把
握
で
き
た
。
広
告
収
入

の
拡
大
等
に
も
つ
な
げ
て
い

き
た
い
。

買い物は地元で！！



ほ
場
整
備

災
害
対
策

小
学
校
統
合

問　

ゆ
ず
の
生
産
農
家
の
高

齢
化
の
今
後
の
対
応
策
に
つ

い
て
。

市
長　

農
業
公
社
・
民
間
委

託
等
、
方
向
性
を
探
る
。

問　

ほ
場
整
備
に
対
す
る
考

え
は
ど
う
か
。

市
長　

区
画
整
理
に
よ
り
機

械
化
・
省
力
化
が
可
能
と
な

り
、
経
営
安
定
に
つ
な
が
る
。

問　

ほ
場
整
備
の
要
望
に
つ

い
て
の
対
応
は
。

市
長　

地
元
の
同
意
か
推
進

員
等
を
決
め
担
当
課
へ
申
し

出
て
頂
き
、
県
へ
相
談
す
る
。

問　

過
年
度
災
害
の
復
旧
は

い
つ
に
な
る
の
か
。

市
長　

早
急
に
す
る
。

問　

台
風
10
号
で
指
定
避
難

所
以
外
へ
避
難
さ
れ
た
方
の

災
害
補
償
は
。

市
長　

市
が
管
理
す
る
館
で

あ
れ
ば
保
障
す
る
。

問　

ド
ロ
ー
ン
活
用
に
よ
る

災
害
調
査
は
。

市
長　

耕
地
課
・
建
設
課
で

広
範
囲
に
活
用
し
て
い
る
。

※ 
今
年
度
中
に
各
支
所
へ
備

え
る
。

問　

ゆ
ず
買
い
入
れ
価
格
５

円
下
げ
は
支
援
す
べ
き
で
あ

る
が
、
考
え
は
？

市
長　

買
い
入
れ
価
格
は
３

者
で
話
し
合
い
を
し
て
決
め

た
こ
と
な
の
で
、尊
重
し
た
い
。

問　

コ
ロ
ナ
に
よ
る
販
売
不

振
は
他
業
種
も
支
援
し
て
お

り
、
ゆ
ず
農
家
だ
け
見
捨
て

る
の
か
。

市
長　

農
家
の
方
々
に
迷
惑

を
か
け
る
か
も
し
れ
な
い
。

問　

財
部
温
泉
セ
ン
タ
ー

は
コ
ロ
ナ
に
よ
る
不
振
で

１
８
７
０
万
円
の
支
援
を
し

て
、
食
彩
セ
ン
タ
ー
は
、
同

じ
コ
ロ
ナ
に
よ
る
販
売
不
振

で
あ
る
の
に
支
援
は
し
な
い

の
か
。

市
長　

同
好
会
か
ら
要
望
が

あ
れ
ば
検
討
す
る
。

市長／検討する 本　議　会
一般質問の様子

問　

小
学
校
統
合
に
対
し
、

統
合
あ
り
き
で
は
な
い
が
、

市
長
・
教
育
長
の
考
え
は
ど

う
か
。

市
長
・
教
育
長　

統
合
は
行

政
主
導
で
は
な
く
、
校
区
か

ら
の
要
望

が
あ
れ
ば

統
合
の
判

断
を
す
る
。

渡渡
わたなべわたなべ

辺辺　　利利
としはるとしはる

治治
（創政会）（創政会）

特産品のゆずにも
コロナ対策を！！

生産者の気持ちになって！！

難しい問題だなぁ



が
拡
大
し
て
い
く
と
予
測
さ

れ
、
過
疎
地
域
の
拡
大
、
耕

作
放
棄
地
、
空
き
家
の
増
加

な
ど
様
々
な
要
因
が
予
想
さ

れ
る
。
加
え
て
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
終
息
の

見
通
し
も
立
た
な
い
と
こ
ろ

で
あ
る
。

問　

今
後
の
人
口
増
対
策
は

喫
緊
の
課
題
と
し
、
人
口
増

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
る
も
の
を

設
置
し
て
対
応
す
る
考
え
は

な
い
か
。

市
長　

人
口
増
対
策
に
つ
い

て
同
様
の
考
え
を
持
っ
て
い

る
。
関
係
課
を
集
め
対
策
会

議
を
行
い
、
対
策
検
討
会
議

の
設
置
を
指
示
し
た
。

問　

近
隣
の
自
治
体
で
感
染

者
が
で
て
い
る
。
他
の
自
治

体
の
状
況
把
握
は
ど
う
で
あ

る
か
。

市
長　

都
城
市
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
確
認
し
、
情
報
交

換
に
つ
い
て
は
、
公
表
基
準

に
よ
る
感
染
者
情
報
以
外
は

な
い
。

問　

図
書
館
に
図
書
除
菌
機

の
導
入
設
置
状
況
は
ど
う
か
。

教
育
長　

図
書
館
本
館
は
設

置
し
た
。
財
部
・
大
隅
に
つ

い
て
は
、
設
置
に
向
け
て
検

討
す
る
。

問　

地
方
創
生
戦
略
で
目
指

し
た
人
口
増
対
策
の
状
況
は

ど
う
で
あ
る
か
。

市
長　

第
２
期
曽
於
市
総
合

戦
略
の
重
点
施
策
で
あ
り
、

直
接
的
に
影
響
の
大
き
い
移

住
・
定
住
対
策
促
進
事
業
を

展
開
し
て
い
る
。
特
に
、
宅

地
分
譲
整
備
や
住
宅
取
得
祝

い
金
、
子
育
て
支
援
制
度
を

実
施
し
て
い
る
。
し
か
し
、

人
口
流
失
や
少
子
化
・
高
齢

化
に
歯
止
め
が
か
か
っ
て
い

な
い
状
況
で
あ
る
。

問　

曽
於
市
ひ
と
・
ま
ち
・

し
ご
と
創
生
戦
略
に
よ
り
人

口
増
に
対
応
さ
れ
て
い
る
が
、

今
後
の
社
会
情
勢
の
変
化
等

に
ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
か
。

市
長　

急
激
に
少
子
高
齢
化

図書館本館の除菌機

市長／人口増は喫緊の課題である

人口ダム機能による人口増
目指せ

本　議　会
一般質問の様子

迫迫
さこさこ

　　杉杉
すぎすぎ

雄雄
おお

（誠和会）（誠和会）

人
口
増
対
策

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
へ
の
対
応

都城市境の宅地分譲予定地



の
軽
い
風
邪
症
状
が
続
く
場

合
に
は
、
す
ぐ
相
談
す
る
よ

う
に
変
更
に
な
っ
た
。
37
・

５
度
以
上
は
削
除
し
た
。

問　

受
診
率
は
。

市
長　

次
の
と
お
り
で
あ
る
。

問　

年
代
別
の
受
診
率
は
。

市
長　

次
の
と
お
り
で
あ
る
。

問　

国
の
目
標
率
は
い
く
ら

か
。

　
保
健
課
長　

60
％
で
あ
る
。

問　

受
診
率
を
上
げ
る
対
策

問　

入
浴
施
設
３
カ
所
の
状

況
は
。

市
長　

８
月
ま
で
は
市
内
の

利
用
者
だ
け
、
９
月
か
ら
は

解
除
し
て
検
温
だ
け
実
施
し

て
い
る
。

問　

職
員
の
対
策
は
。

総
務
課
長　

朝
、
検
温
と
前

日
の
行
動
履
歴
を
記
入
し
て

い
る
。

問　

受
診
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
は

あ
る
の
か
。

保
健
課
長　

作
成
し
て
い
る
。

問　

現
在
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を

受
診
す
る
に
は
。

保
健
課
長　

発
熱
や
咳
な
ど

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
防
止
対
策

特
定
健
診

鈴鈴
すずきす ず き

木木　　栄栄
えいいちえいいち

一一
（無所属自由クラブ）（無所属自由クラブ）

は
。

保
健
課
長　

自
治
会
報
奨
金

交
付
要
綱
が
あ
り
、
受
診
率

区
分
に
応
じ
報
奨
金
を
交
付

す
る
。
交
付
率
は
70
％
で
あ

る
。
60
名
の
推
進
員
が
い
る
。

問　

ガ
ン
検
診
を
受
診
す
る

状
況
は
。

　
保
健
課
長　

過
去
３
年
間
ガ

ン
検
診
の
受
診
は
、
４
万
３

８
４
９
名
で
、
ガ
ン
の
疑
い

が
69
名
で
あ
っ
た
。

過去３年間の年代別の受診率
【 女 性 】 【 男 性 】

市長／感染防止対策を徹底し、
　　　必要な措置や対応を行う

公共施設での感染対策は

本　議　会
一般質問の様子

ガ
ン
検
診

過去３年間の受診率

Ｈ29 Ｈ30 Ｈ31（Ｒ元）

受診率（％）受診率（％）受診率（％）

大隅 50.0 52.0 52.0 

財部 45.0 47.0 46.0 

末吉 49.0 52.0 53.0 

Ｈ29 Ｈ30 Ｈ31（Ｒ元）
受診率（％）受診率（％）受診率（％）

40代 20.6 17.8 20.9 

50 代 34.1 31.0 33.3 

60 代 51.3 49.8 48.8 

70-74 代 56.0 60.2 66.0 

Ｈ29 Ｈ30 Ｈ31（Ｒ元）
受診率（％）受診率（％）受診率（％）

40代 22.3 18.8 24.1 

50 代 27.8 29.7 28.9 

60 代 43.0 43.7 44.2 

70-74 代 65.5 66.9 64.3 



市
長　

具
体
的
な
交
渉
は
し

て
い
な
い
。

問　

本
当
に
造
る
の
か
。

市
長　

屋
台
村
の
拠
点
は
谷

口
旅
館
の
跡
を
考
え
て
い
た
。

こ
の
建
物
は
地
元
業
者
の
持

物
だ
が
、
市
が
活
用
す
る
の

で
あ
れ
ば
協
力
し
た
い
と
の

申
し
出
も
あ
る
。

問　

選
挙
公
約
と
は
。

市
長　

選
挙
の
際
に
立
候
補

し
た
者
が
有
権
者
に
訴
え
判

断
し
て
も
ら
う
も
の
。
ま
た
、

公
約
の
実
現
に
向
け
て
進
め

て
い
く
も
の
で
あ
る
。

問　

特
急
列
車
を
停
め
て
も

ら
う
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
が

Ｊ
Ｒ
と
の
交
渉
は
。

問　

選
挙
戦
の
発
表
か
ら
３

年
が
経
過
し
た
が
、
鹿
児
島

や
宮
崎
か
ら
客
を
呼
ぶ
と
い

う
財
部
駅
前
屋
台
村
に
つ
い

て
、
一
昨
年
・
昨
年
と
質
問

し
た
が
、
ほ
と
ん
ど
ゼ
ロ
回

答
で
あ
っ
た
。

　

最
後
に
本
当
に
造
る
の
か

と
の
質
問
に
対
し
、
私
と
し

て
は
造
り
た
い
と
の
こ
と
で

あ
っ
た
の
で
、
３
回
目
の
質

問
と
な
る
が
屋
台
村
の
全
体

構
想
は
。

市
長　

駅
前
に
屋
台
村
を
建

設
す
る
こ
と
で
財
部
の
活
性

化
を
目
指
す
も
の
で
あ
る
。

問　

屋
台
村
の
収
支
計
画
は
。

市
長　

現
在
、
収
支
計
画
は

出
し
て
い
な
い
。

問　

屋
台
村
は
公
共
的
な
建

物
で
運
営
は
民
間
で
や
っ
て

も
ら
う
と
の
こ
と
で
あ
っ
た

屋台村があてにならない今、賑わいが待たれる財部駅前

市長／検討委員会の立ち上げを
　　　進めたい

財部駅前屋台村
本当にできるのか！！

本　議　会
一般質問の様子

大大
おおかわちおおかわち

川内川内　　冨冨
とみおと み お

男男
（新生会）（新生会）

が
協
議
は
進
ん
で
い
る
の
か
。

市
長　

具
体
的
な
協
議
は
し

て
い
な
い
。

問　

鹿
児
島
や
宮
崎
か
ら
客

を
呼
ぶ
と
い
う
こ
と
だ
っ
た

が
、
鹿
児
島
・
都
城
・
財
部

駅
の
１
日
の
乗
降
客
数
は
。

市
長　

次
の
と
お
り
で
あ
る
。

ＪＲ九州が公表している
2019 年度の駅別乗降客数

鹿児島駅 20,271 人

都 城 駅 1,087 人

財 部 駅 100 人未満



問　

昨
年
８
月
の
市
民
ア
ン

ケ
ー
ト
の
目
的
は
何
で
あ
っ

た
の
か
。

市
長　

本
庁
・
支
所
機
能
再

編
計
画
や
中
央
公
民
館
の
整

備
計
画
に
対
す
る
市
民
の
考

え
を
把
握
し
、
各
施
策
の
基

礎
資
料
、
貴
重
な
情
報
と
し

て
活
用
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
た
。

問　

ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
、

① 

移
行
す
る
と
本
庁
ま
で
行

か
な
い
と
い
け
な
く
な
り

不
便
。

② 
高
齢
者
や
障
害
者
の
交
通

手
段
は
ど
う
す
る
の
か
。

③ 

何
も
か
も
本
庁
に
ま
と

め
る
の
は
良
い
こ
と
だ
が
、

車
の
な
い
人
や
遠
い
山
の

中
の
年
寄
り
は
、
本
庁
ま

で
行
く
こ
と
は
無
理
だ
。

　

な
ど
の
意
見
が
あ
っ
た
。

支
所
が
な
く
な
る
と
誤
解
さ

れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

市
長　

支
所
を
な
く
し
て
全

て
が
本
庁
に
集
約
さ
れ
る
と

誤
解
さ
れ
て
い
る
方
が
多
く

い
る
と
感
じ
た
。
支
所
は
建

て
替
え
て
、
住
民
票
等
の
住

民
サ
ー
ビ
ス
は
今
ま
で
ど
お

り
で
す
。
と
説
明
し
た
ら
理

解
し
て
く
だ
さ
る
方
が
増
え

て
い
る
。

問　

人
口
が
減
少
す
る
中
、

曽
於
市
民
が
ひ
と
つ
に
な
れ

る
よ
う
に
、
み
ん
な
で
菜
の

花
を
植
え
、
菜
種
油
を
採
取

す
る
取
り
組
み
は
。

市
長　

他
市
の
取
り
組
み
を

参
考
に
検
討
し
た
い
。

問　

今
回
は
台
風
の
勢
力
が

落
ち
て
空
振
り
感
が
あ
っ
た

が
、
今
後
も
空
振
り
を
恐
れ

問　

８
月
18
日
、
19
日
、
20

日
の
市
政
説
明
会
で
、本
庁
・

支
所
機
能
再
編
計
画
に
つ
い

て
ど
の
よ
う
な
意
見
が
出
た

の
か
。

市
長　

本
庁
方
式
へ
の
移
行

を
計
画
通
り
進
め
て
い
た
だ

き
た
い
旨
の
内
容
が
１
件
で

あ
っ
た
。

み
ん
な
で
菜
の
花
を

ず
に
、
行
政
と
し
て
早
め
の

避
難
を
呼
び
か
け
て
い
く
べ

き
で
は
。

市
長　

こ
れ
か
ら
も
多
く
の

台
風
が
予
想
さ
れ
る
。
早
め

の
避
難
は
基
本
で
あ
る
の
で
、

引
き
続
き
早
め
の
避
難
を
呼

び
か
け
て
い
き
た
い
。

宮宮
みやみや

迫迫
さこさこ

　　勝勝
まさるまさる

（日本共産党）（日本共産党）

災
害
対
策

市長／ 「本庁方式への移行を計画通
りに進めて頂きたい」の１件
であった

市政説明会での支所再編へ
の意見は

本　議　会
一般質問の様子

財部地区 大隅地区

14.7%

21.0%

46.5%

12.2%

2.8% 2.8%

12.8%

22.6%

41.9%

19.2%

1.7% 1.7%



市
長　

10
年
後
・
20
年
後
の

ま
ち
づ
く
り
を
検
討
し
て
い

く
。

問　

移
住
を
希
望
す
る
若
者

が
い
る
。
空
き
家
は
有
る
が

家
財
道
具
が
入
っ
て
お
り
、

市
営
住
宅
も
政
策
空
き
家
に

な
っ
て
い
て
、
住
め
な
い
状

況
で
あ
る
が
。

市
長　

処
分
の
手
助
け
が
で

き
な
い
か
具
体
化
し
て
検
討

し
て
い
く
。
空
き
家
の
再
生

化
に
力
を
入
れ
て
、
当
初
予

算
に
具
体
的
に
出
せ
る
よ
う

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
作
り
対
策

を
強
化
し
て
い
く
。

問　

中
山
間
地
へ
の
移
住
希

望
者
が
多
い
が
政
策
は
考
え

て
い
る
か
。

市
長　

曽
於
市
の
魅
力
を
ア

ピ
ー
ル
し
て
移
住
者
が
増
え

る
よ
う
努
力
す
る
。

問　

県
と
の
契
約
状
況
は
。

市
長　

県
管
理
道
路
の
管
理

と
し
て
、
約
９
㎞
、
事
業
費

２
０
０
万
円
で
管
理
し
て
い
る
。

問　

委
託
先
は
ど
こ
か
。

市
長　

曽
於
市
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
に
委
託
し
て
い
る
。

問　

雑
草
が
生
い
茂
っ
て
か

ら
の
除
草
で
は
な
く
適
期
の

管
理
は
出
来
な
い
か
。

市
長　

年
２
回
の
除
草
の
予

算
を
増
や
せ
な
い
か
県
と
相

談
す
る
。

問　

雑
草
が
繁
り
放
題
、
花

が
咲
か
な
い
花
木
の
管
理
な

ら
伐
採
、
抜
根
し
て
県
に
管

市長／活性化について協議を行い
　　　まちづくりを検討したい

合併 15 年庁舎再編等　　
周辺部の活性化策は

本　議　会
一般質問の様子

松松
まつのしたまつのした

ノ下ノ下　　いずみいずみ
（誠和会）（誠和会）

問　

財
部
・
大
隅
市
街
地
の

現
状
を
ど
う
思
う
か
。

　
市
長　

空
き
店
舗
や
空
き
地

の
雑
草
が
散
見
さ
れ
、
街
の

活
力
が
な
く
、
寂
れ
た
感
じ

が
す
る
が
、
中
々
良
い
方
策

が
見
当
た
ら
な
い
。

問　

周
辺
部
の
活
性
化
策
は

考
え
て
い
る
か
。

理
し
て
貰
う
こ
と
は
出
来
な

い
か
。

市
長　

一
時
期
、
花
木
の
植

栽
が
ブ
ー
ム
で
あ
っ
た
が
、

今
で
は
維
持
管
理
に
相
当
心

配
し
て
い
る
。
伐
採
、
抜
根

出
来
な
い
か
県
と
よ
く
話
し

合
う
。
ま
た
適
期
の
管
理
を

考
え
て
い
く
。

活気がなくなった街並み

ガードレールも隠れる
繁り放題の草

県
道
２
号
線
水
の
手
付
近

か
ら
大
川
原
信
号
付
近
ま

で
、
植
栽
さ
れ
て
い
る
花

木
の
管
理
は



市
長　

今
後
、
調
査
し
て
検

討
す
る
。　

問　

現
金
・
土
地
・
建
物
等

の
寄
附
採
納
の
状
況
は
。

市
長　

令
和
元
年
度
は
、
寄

附
金
が
26
件
で
約
４
５
３
万

円
、
土
地
・
建
物
等
が
４

件
で
、
土
地
が
12
筆
の

１
万
１
１
３
３
㎡
、
建
物
が

８
棟
の
４
７
４
㎡
で
あ
る
。

問　

こ
れ
か
ら
不
在
地
主
等

に
よ
る
寄
附
採
納
が
増
え
て

く
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

寄
附
採
納
取
扱
規
定
を
設
け
、

審
査
委
員
会
等
で
決
定
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

市
長　

現
在
、
財
政
課
で
内

部
検
討
し
て
い
る
の
で
今
後

決
定
し
た
ら
議
会
に
報
告
す

る
。

問　

今
年
度
の
こ
れ
ま
で
の

実
績
は
。

 

市
長　

次
の
と
お
り
で
あ
る
。

問　

普
通
交
付
税
が
年
々
減

額
す
る
中
、
ふ
る
さ
と
納
税

の
基
金
は
52
事
業
で
使
わ
れ

大
事
な
財
源
で
あ
る
。
新
た

に
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
に

取
り
組
む
考
え
は
な
い
か
。

市
長　

ふ
る
さ
と
納
税
は
、

大
変
あ
り
が
た
く
利
用
さ
せ

て
頂
い
て
い
る
。
今
後
検
討

す
る
。

ふ
る
さ
と
納
税

問　

令
和
元
年
に
農
業
共
済

組
合
の
農
業
経
営
収
入
保
険

制
度
が
、
新
し
く
で
き
た
が

曽
於
市
の
加
入
状
況
は
。

市
長　

令
和
２
年
４
月
現
在
、

24
戸
と
２
法
人
が
加
入
し
て

い
る
。

問　

基
準
収
入
の
９
割
を
下

回
っ
た
場
合
、
条
件
に
よ
っ

て
は
、
下
回
っ
た
額
の
９
割

を
上
限
に
補
て
ん
さ
れ
る
。

保
険
掛
金
の
一
部
を
助
成
し

て
加
入
農
家
が
増
え
る
こ
と

は
、
農
業
振
興
に
繋
が
る
の

で
助
成
で
き
な
い
か
。

今今
いまいま

鶴鶴
づるづる

　　治治
はるはる

信信
のぶのぶ

（新生会）（新生会）

寄
附
採
納

市長／ 農業収入保険制度の内容を詳
しく把握していないが、今後
検討する

農業経営収入保険の加入に
助成は考えていないか

本　議　会
一般質問の様子

畑かん推進作物　白菜

令和元年度 令和 2年度
件 数 寄附金額 件 数 寄附金額

4月 1,833 件 3132 万 8千円 5,329 件 8943 万 4千円
5月 3,623 件 6612 万 3千円 5,446 件 8764 万 7500 円
6月 1,356 件 3113 万 4千円 8,843 件 1億 2920 万 4千円
7月 1,874 件 4520 万 5千円 6,320 件 1億 1587 万 7千円
8月 2,342 件 5685 万 1千円 4,617 件 8641 万 4千円
合計 11,028 件 2億 3064 万 1千円 30,555 件 5億 857 万 6500 円

ふるさと納税パンフレット



問　

近
隣
市
町
村
か
ら
す
る

と
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
広

告
が
弱
い
の
で
は
。

商
工
観
光
課
長　

他
の
市
町

村
は
業
務
委
託
し
て
い
る
。
曽

於
市
も
今
後
は
観
光
協
会
に

業
務
を
委
託
し
て
ふ
る
さ
と

納
税
を
上
げ
る
工
夫
を
す
る
。

問　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
の
中
、
市
内
小
・
中
・

高
校
生
が
長
期
の
臨
時
休
校

と
な
っ
た
が
、
家
庭
で
の
問

題
点
は
な
い
か
。

教
育
長　

学
校
か
ら
問
題
報

告
は
な
い
。

問　

学
校
が
休
校
と
な
り
学

力
状
況
は
。

教
育
長　

全
国
の
偏
差
値
を

50
と
し
た
と
き
、
次
の
と
お

り
で
あ
る
。

問　

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
学
力

が
前
回
と
か
わ
ら
な
い
要
因

は
。

教
育
長　

休
校
中
も
宿
題
が

出
さ
れ
て
お
り
、
家
庭
で
ド

リ
ル
・
問
題
集
に
取
り
組
ん

だ
結
果
で
あ
る
。

問　

フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
予
定

跡
地
は
、
企
業
誘
致
と
し
て

答
弁
し
て
い
る
が
、
進
捗
状

況
は
。

市
長　

企
業
誘
致
用
の
団
地

造
成
や
公
園
整
備
な
ど
の
構

想
を
持
っ
て
い
る
が
、
具
体

的
な
検
討
は
し
て
い
な
い
。

問　

前
回
の
質
問
で
胡
摩
地

区
の
山
林
を
伐
採
し
、
整
地

す
る
指
示
を
し
た
と
答
弁
し

た
が
、そ
の
後
の
進
捗
状
況
は
。

市
長　

関
係
法
令
の
許
認
可

や
河
川
の
影
響
を
考
慮
し
、

事
業
費
に
つ
い
て
も
内
部
検

討
を
行
っ
て
い
る
。

問　

フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
予
定

跡
地
は
１
億
５
千
万
円
以
上

の
予
算
を
投
入
し
て
お
り
、

前
池
田
市
長
の
継
続
事
業
だ

と
思
う
が
。

渕渕
ふちあいふちあい

合合　　昌昌
まさあきまさあき

昭昭
（新生会）（新生会）

市
長　

開
発
行
為
の
目
的
が

は
っ
き
り
し
て
い
な
い
の
で

フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
予
定
跡
地

は
、
重
荷
に
な
っ
て
い
る
。

問　

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
ふ
る

さ
と
納
税
の
状
況
は
。

市
長　

４
月
か
ら
８
月
ま
で

の
寄
附
は
３
万
５
０
０
件
で

昨
年
の
約
２
・
７
倍
、
寄
附
金

で
は
約
５
億
８
千
万
円
以
上

で
、昨
年
の
２
・
２
倍
で
あ
る
。

問　

ふ
る
さ
と
納
税
の
年
末

ま
で
の
寄
附
金
の
目
標
設
定

額
は
。

市
長　

10
月
以
降
を
昨
年
の

同
様
額
と
す
る
と
、
22
億
〜

23
億
円
の
寄
附
金
額
が
予
想

さ
れ
る
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
影
響
で
当
初
予
算
額
の

18
億
円
を
目
標
に
し
て
い
る
。

市長／フラワーパーク予定跡地が
　　　重荷になっている

今後のフラワーパーク
予定跡地は

本　議　会
一般質問の様子

教科 小学校 中学校
国　語 49.1 48.5
算数・数学 48.0 47.2
社　会 47.0 49.2
理　科 50.8 48.2
英　語 48.0 
合計偏差値 48.8 48.4

標準学力調査結果

ふ
る
さ
と
納
税

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
中
で
の
臨
時
休
校

及
び
夏
休
み
の
対
応



の
会
議
室
を
活
用
し
て
い
る

か
。

市
長　

通
常
は
、
総
務
課
内

で
会
議
を
し
て
い
る
が
、
先

日
の
台
風
10
号
時
に
は
、
現

庁
舎
の
庁
議
室
で
、
５
回
程

度
会
議
を
し
て
い
る
。

問　

南
九
州
畜
産
獣
医
学
教

育
研
究
拠
点
施
設
の
誘
致
は
。

市
長　

施
設
の
具
体
的
な
構

想
を
、
鹿
児
島
県
・
鹿
児
島

大
学
・
曽
於
市
の
3
者
で
協

議
を
進
め
て
い
る
。
鹿
児
島

大
学
は
準
備
室
を
設
置
し
本

格
的
に
活
動
し
て
い
る
の
で

誘
致
は
可
能
で
あ
る
と
考
え

て
い
る
。

問　

宮
崎
大
学
と
の
共
同
で

の
計
画
で
は
。

市
長　

宮
崎
大
学
は
、
都
城

市
に
畜
産
繁
殖
セ
ン
タ
ー
の

構
想
を
持
っ
て
い
る
。

問　

事
業
の
進
捗
は
。

市
長　
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人　

陽

幸
会
」
１
者
か
ら
申
込
み
が

あ
り
、
契
約
し
事
業
に
着
手

す
る
予
定
で
あ
る
。

問　

他
の
寄
附
を
受
け
た
土

地
建
物
の
状
況
は
。

市
長　

末
吉
町
二
之
方
の
土

地
建
物
は
、
利
活
用
の
募
集

を
し
て
い
る
が
現
在
の
と
こ

ろ
申
込
は
な
い
。

問　

人
口
が
減
少
す
る
中
、

末
吉
中
央
公
民
館
な
ど
新
た

な
施
設
も
で
き
る
が
、
市
役

所
内
に
必
要
か
。

市
長　

市
民
の
待
ち
合
わ
せ

場
所
等
、
多
目
的
に
活
用
で

き
る
市
民
広
場
は
必
要
で
あ

る
。

問　

非
常
時
の
災
害
対
策
室

活
用
計
画
は
。

市
長　

大
規
模
災
害
時
の
活

用
は
10
年
に
１
回
程
度
の
利

用
を
想
定
し
て
い
る
。
大
規

模
災
害
時
の
人
員
数
は
想
定

し
て
い
な
い
。
福
岡
県
朝
倉

市
で
の
震
災
時
は
数
十
名
か

ら
１
０
０
名
程
度
が
、
対
策

会
議
を
行
っ
て
い
る
。

問　

現
在
災
害
時
は
、
ど
こ

市長／議員控室・倉庫部分は見直す岩岩
いわみずいわみず

水水　　豊豊
ゆたかゆたか

（新生会）（新生会）

市
民
広
場
は
必
要
か

旧
財
部
高
校
跡
地
活
用

古
民
家
再
生
活
用
モ
デ
ル

事
業

本　議　会
一般質問の様子

本庁舎増設の２階部分の
見直しは

財部高校跡地

末吉町二之方にある旧吉井邸



問　

菅
牟
田
地
区
共
同
ア
ン

テ
ナ
組
合
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
よ
り
大

規
模
改
修
計
画
が
示
さ
れ
た

が
市
か
ら
の
補
助
は
可
能
か
。

市
長　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
分
に
係
る
補

助
は
難
し
い
が
、
民
間
放
送

分
に
係
る
分
は
該
当
す
る
。

問　

補
助
の
増
額
は
。

市
長　

具
体
的
に
ど
れ
だ
け

支
援
で
き
る
か
検
討
す
る
。

問　

昨
年
７
月
の
集
中
豪
雨

で
災
害
が
発
生
し
た
市
道
飛

佐
・
河
原
線
と
市
道
松
田
・

入
角
線
に
お
け
る
災
害
復
旧

の
違
い
は
。

市
長　

市
道
松
田
・
入
角
線

は
、路
肩
が
崩
落
し
た
た
め
、

道
路
災
害
に
法
面
も
含
め
該

当
し
た
。
市
道
飛
佐
・
河
原

線
は
道
路
自
体
に
被
害
が
な

か
っ
た
た
め
、
公
共
災
害
の

対
象
と
な
ら
な
か
っ
た
。

原原
はらだは ら だ

田田　　賢賢
けんいちろうけんいちろう

一郎一郎
（そお幸喜会）（そお幸喜会）

問　

自
治
会
が
重
機
を
借
り

て
作
業
し
た
場
合
の
リ
ー
ス

代
補
助
の
考
え
は
。

市
長　

重
機
等
の
利
用
に
対

す
る
補
助
を
考
え
て
い
る
。

そのままの状態の入角自治会付近

40 数年経過の菅牟田地区
共同アンテナ塔

奇麗に復旧された郷田自治会付近

市長／市の考え方を見直し検討する

災害復旧のあり方を
見直すべきではないか

本　議　会
一般質問の様子

問　

肥
育
農
家
（
合
併
時
33

戸
が
現
在
21
戸
）
を
こ
れ
以

上
減
ら
さ
な
い
た
め
、
積
立

金
の
農
家
負
担
免
除
継
続
を

働
き
か
け
る
べ
き
で
は
な
い

か
。

市
長　

こ
れ
ま
で
要
望
し
て

き
た
。
今
後
も
引
き
続
き
要

望
し
て
い
く
。

自
然
災
害
の
あ
り
方

難
視
聴
区
域
に
お
け
る
テ

レ
ビ
共
同
ア
ン
テ
ナ
大
規

模
改
修

市
道
愛
護
作
業

肉
用
牛
肥
育
経
営
安
定
交

付
金
（
マ
ル
キ
ン
）
制
度



ど
き
ど
き
・
わ
く
わ
く
の

わ

の
議
場
見
学

月野小学校６年生のみなさん　令和 2年 7月 27日

曽於市議会では定例会や臨時会の様子をインターネットによるライブ中継
や録画放送を行っています。
曽於市ホームページより『議会映像配信』をクリックしてください。

※アドレス https://www.city.soo.kagoshima.jp/ 曽於市ホームページ

　７月５日（日）に開催を予定していました「議会報告会」は『延期』のお知らせ
をしておりましたが、新型コロナウイルス感染拡大防止の観
点から今年度の議会報告会につきましては、『中止』させてい
ただくこととしました。
　ご質問をいただいていた方や出席を予定されていた市民の
皆様には大変ご迷惑をおかけしますが、市民の皆様の安心安
全な生活と健康を守るために、ご理解とご協力を賜りますよ
うよろしくお願い申し上げます。

議会報告会中止のお知らせ



曽於市へようこそ

　　　片岡　茂 さん（38歳）
　　　　　　昌代 さん（38歳）
　　　　　　希代 ちゃん（３歳）

　

コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
多
く

の
行
事
、
イ
ベ
ン
ト
が
中

止
に
な
り
ま
し
た
。
弥
五

郎
ど
ん
祭
り
、
県
下
３
大

祭
り
の
ひ
と
つ
と
し
て
大

勢
の
見
物
人
が
訪
れ
壮
大

な
浜
下
り
も
見
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

生
活
の
至
る
と
こ
ろ

に
影
響
が
出
て
、
行
き

た
い
所
に
行
け
な
い
、

会
い
た
い
人
に
会
え
な

い
状
況
で
す
。

　

子
供
・
孫
の
様
子
を

知
る
の
も
ラ
イ
ン
で
見

る
写
真
や
動
画
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
今
、

Ｇ
ｏ
Ｔ
ｏ
ト
ラ
ベ
ル
も

始
ま
り
、
人
の
交
流
も

多
く
な
り
ま
す
。

　

ま
だ
、
ワ
ク
チ
ン
・
薬

も
開
発
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

今
後
ウ
イ
ル
ス
の
第
２

波
や
第
３
波
、
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
の
流
行
も
予
想
さ

れ
ま
す
。
感
染
防
止
対
策

を
と
り
、
収
束
ま
で
頑
張

り
ま
し
ょ
う
。　
（
鈴
木
）

　

Ｊ
Ｒ
新
観
光
列
車
36
ぷ
ら

す
３
が
、
10
月
16
日
運
行
開

始
し
ま
し
た
。
九
州
の
魅
力

を
詰
め
込
ん
で
、
元
気
に
す

る
た
め
に
走
り
ま
す
。

　

そ
の
列
車
が
小
さ
な
無
人

駅
「
大
隅
大
川
原
駅
」
に
毎

週
金
曜
日
、
午
後
１
時
20
分

か
ら
50
分
間
停
車
し
ま
す
。

こ
れ
を
機
に
自
然
豊
か
な
、

歴
史
・
伝
統
文
化
財
の
多
い

曽
於
市
の
魅
力
を
発
信
し
て

活
性
化
す
る
事
を
願
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
是
非
見
に
来
て

く
だ
さ
い
、
そ
し
て
１
回
乗

車
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

（
松
ノ
下
）

委　
員　
長　

渕
合　

昌
昭

副
委
員
長　

重
久　

昌
樹

委　
　

員　

松
ノ
下 

い
ず
み

　
　

〃　
　

鈴
木　

栄
一

　
　

〃　
　

岩
水　
　

豊

　
　

〃　
　

今
鶴　

治
信

発
行
責
任
者

議　
　

長　

土
屋　

健
一

議
会
広
報
等
調
査

特
別
委
員
会

私
た
ち
が

　

作
っ
て
い
ま
す

い
ろ
ん
な
ご
意
見
を

　

お
聞
か
せ
下
さ
い
。

　ご主人の茂さんは福岡市ご出身で、７年前に転職の
ため都城市内に移住されました。４年前に奥様の昌代さ
んとご結婚、３年前に長女希

き よ

代ちゃんが生まれました。
　昌代さんは鹿屋市内の病院で看護師として勤務され
ており、ご夫婦の通勤に便利で、都城・鹿屋の両方に
アクセスできる曽於市内で住宅を探していたところ、
地域振興住宅のことを知り、光神地区最初の入居者と
なりました。
　地域の方の優しさや、自然豊かな環境、伸び伸びし
ている子供たちを見ていると、曽於市に引っ越してき
て本当に良かったと喜んでいらっしゃいます。
　今後は地域を盛り上げていけるよう、地域の活動に積
極的に参加していきたいと話しておられました。（渕合）




